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伸
び
ゆ
く
日

向
市

日
向
南
は
昭
和
二
一
六
彗
四
月
・
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
市
民
の
大

市
と
な
っ
て
か
ら
h
正
野
に
な
　
き
な
幸
福
で
あ
り
ま
♂
。
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

に
、
地
域
局
辺
都
市
町
村
は
、

こ
の
大
ユ
場
の
建
設
に
よ
っ
て

紆
済
的
に
う
け
る
恩
恵
は
萸
大

な
も
の
が
あ
り
ま
し
よ
う
。

地
・
力
に
こ
の
よ
う
な
人
L
場
が

で
、
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

地
・
力
の
紆
断
と
い
う
も
の
の
質

的
へ
〃
化
を
紀
げ
も
の
で
、
す
べ

て
の
経
、
凹
粗
織
が
分
わ
っ
て
㌔

て
、
人
、
物
、
令
が
父
凶
し
て

活
護
と
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ

）
レ
筑
婁
n

そ
の
例
は
、
，
吐
く
の
三
岡
巾
の

凸
去
レ
し
旧
蜘
＾
る
・
比
へ
て
み
れ
ば

容
易
に
う
な
デ
け
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

日
向
巾
ほ
く
「
そ
の
拾
頭
の
時
に

来
て
い
ま
す
。
市
の
姿
も
そ
の

熊
勢
に
順
応
し
て
、
新
し
い
姿

に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

く
日
向
郵
三
局
の
新
築
が
決
六

一
し
て
お
り
、
旭
通
り
の
都
巾
訓

一
画
工
事
も
着
々
近
み
、
日
向
亀

報
電
話
局
も
新
し
い
甲
州
で
体
＼
＼

制
夕
撃
え
て
お
り
、
金
融
面
ぐ

も
最
ぬ
日
本
銀
行
単
動
店
が
設

置
き
れ
る
な
ど
、
田
舎
の
街
か

ら
、
部
巾
の
街
へ
の
歩
み
を
一

”
一
ル
進
め
こ
い
ま
～
。

日
向
巾
は
新
し
い
市
で
ず
。
　
一

一
そ
し
て
、
多
く
の
夢
か
も
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

巾
で
す
。

こ
れ
か
ら
伸
び
る
出
で
す
。
私
一

た
ち
市
民
ほ
大
い
に
張
り
切
つ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
一

り
よ
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
」

燕
写
真
説
明
】

　
（
L
）
日
向
露
出
習

　
（
下
）
日
向
巾
の
謬
論
街
h
町

　
の
一
部
（
銀
座
通
り
）

　
卜
π
夜
祭
当
日
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＝
＝
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＝
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…
市
　
　
議
　
　
会
　
…

　
　
一
＝
≡
一
≡
＝
…
＝
：
＝
≡
＝
甲
：
一
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一
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3
●
≡
≡
＝
苔
＝
一
周
＝
≡
≡
一
…
。
一
＝
＝
3
＝
一
・
＝
p
o

南
畿
会
臨
時
会
九
月
凄
百
の
一
巾
議
会
臨
時
会
は
＋
月
＋
五
日

最
終
日
に
は
、
別
記
の
日
向
布
㎜
十
時
開
く
こ
と
を
告
賑
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
た
。
こ
ん
ど
の
議
会
に
押
集
さ

教
育
湊
員
会
委
員
の
仔
命
に
つ

い
て
の
議
案
四
七
号
を
決
定
し
㎝
れ
る
議
案
は
次
の
と
お
り
。

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
六
四
　
暑
」
　
口
口
向
・
巾
鴨
…
川
一
職

○
耳
玉
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
の
給
与
に
関
す
る
条
例
中
一

十
月
三
日
経
済
委
員
会
を
開
い
　
　
部
改
正
に
つ
い
て

て
、
耕
地
災
害
復
旧
箏
業
書
分
議
案
六
五
号
地
方
財
政
再
姐

担
命
徴
収
条
例
に
つ
い
て
の
公
　
　
計
両
に
つ
い
て

聴
会
に
関
し
て
協
議
し
ま
し
た
一
議
案
六
六
号
　
地
方
財
政
再
麹

く
招
集
毒
酒
　
　
　
　
　
　
　
一
　
債
借
入
償
還
に
つ
い
て

茎　1

　舞黙認騨鯉

改正自治法の

　あらまし弓

地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
π
す

黒
施
さ
れ
た
訳
で

す
。こ
の
改
正
の
㌔

りlt停こな0），｝1人草．

プ61号し、∫重る　LワF

艶言σ）こ路1と」鵬第

の陪】と的いカ｛一一

周崩で光、’の
題です展こ’li中
、はコう｛は　ヒ巾ハ

大な　’申｝よ内紡
きくこす　、｝こ・）

く’れま日研！
は宮ほで向設［
「司臨｝rlfもlflさな

の
四
宝
、
外
国
貿
易
の
問
題
で
・
最
近
の
街
の
姿
を
見
て
も
、
富

あ
り
ま
し
て
、
県
民
市
民
ひ
と
一
窩
駅
前
肱
場
の
拡
張
工
事
が
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
待
遷
し
て
い
る
こ
と
で
あ
］
成
し
て
い
ま
す
。
宿
高
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
跡
地
に
も
、
日
向
警
察
署
が
新

　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
・
障
巾
が
こ
の
地
理
的
条
桝
に
一
築
さ
れ
、
元
警
察
署
跡
に
は
近

◆
敷

　　

]
　
　
　
蜘

ノ
喫
’

旨
は
、
議
決
機
関
と
執
行
機
関

を
通
じ
て
、
地
方
公
共
団
体
の

組
織
、
運
営
の
適
正
合
理
化
、

簡
素
熊
率
化
を
は
か
る
た
め
で

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
細
か
い
点

の
改
正
も
な
さ
れ
て
い
ま
ず

が
、
こ
～
で
は
巾
民
の
皆
さ
ん

に
関
係
が
あ
り
一
応
宮
識
と
し

一
て
知
っ
て
お
い
て
敢
い
た
ら
、

一
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
よ
う
。

◎
畿
会
に
関
す
る
肇
項

　
O
議
員
の
請
負
禁
示

レ
な
改
H
は
畿
員
の
r
川
負
埜

一
時
、
澁
い
Ψ
弔
朴
小
d
、

制
度
の
改
正
、
そ
の
帥
定
例
会

の
開
催
回
数
警
で
あ
h
ま
‡
。

地
方
行
政
運
・
，
口
の
公
“
を
保
つ

た
め
に
、
回
護
員
は
巾
父
は
そ

の
機
関
に
対
し
て
請
負
を
♂
る

こ
と
を
禁
じ
、

も
の
に
対
す
る
請
負
を
す
る
こ

と
が
ト
で
あ
る
事
業
の
団
体
や

凌
員
会
の
役
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。
　
　
　
　
「

ナ　
O
定
　
例
　
会

年
四
回
と
一
律
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
年
四
回
以
内
に

お
い
て
各
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当

市
で
は
従
来
ど
お
り
四
回
に
き

め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
れ
ら
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
市
だ
よ
り
　
　
　
　
．

ウ
く

1‘廉、瀞艦窮難鍮趣

ヒ

縣
．

　　　いく

猟

O
常
任
委
員
会
制
度

NHK
N
H
K
宮
崎
第
一
放
送
で
、
置
市
だ
よ
り
の
時
間
が
　

新
し
く
十
月
置
ら
設
け
ら
れ
ま
し
た

日
向
市
の
お
た
よ
り
は
、
毎
遍
B
浦
臼
午
前
十
一
時
。

五
十
分
か
ら
正
午
の
間
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
そ
の
他
を
放
送
し
ま
す
か
ら
、

こ
の
時
間
に
は
ス
イ
ッ
チ
を
お
入
れ
下
さ
い
。

人
口
二
言
永
渦
の
市
町
村
は
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
但
し
、

常
饗
員
会
は
四
以
内
に
き
め
条
例
で
特
別
の
定
絶
た
場
△
口
＋
二
月
＋
吾
ま
で
・
採
學

ら
れ
ま
し
た
。

石
執
行
機
関
に
関
す
る
6
聲
そ
の
他
の
給
付

常
臼
天
川
ほ
へ
へ
皿
は
そ
の
仔
期
・
学
識
紆
験
者
の

継畿略
5．づ姑ヒ与

艦
踊

磐塑モ差鶉二黒監鵬蓼盟講辱したとこ

トを

｝古鐘携蓬る1

’

　
▼
　
与
」
タ
罵
鱈

　
”
物

渇
・
．

　
／
玩

　
公
聴
会
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

九
月
の
臨
時
市
議
会
で
、
纏
済
一
碧
く
た
め
に
、
卜
月
二
卜
三
日

騨脚騨隅騨一閣「一　　　　蝋　 、

w　　　　 い　　、　　　…　 、

　
ト
　
　
よ

　
彗
写
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
事
項

　
0
監
査
委
員
の
任
期
　
　
一
地
方
公
共
団
体
は
条
例
で
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諮
員
の
中
か
ら
雌
κ
さ
れ
た
吝
の
議
会
の
詳
細
に
対
し
期
木
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
を
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

中
か
ら
選
臼
さ
れ
た
者
は
倒
来
　
の
と
さ
れ
た
。

二
年
で
あ
っ
か
が
、
　
一
賛
に
改
［
地
力
公
共
田
体
は
い
か
な
る
給

め
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一
与
、
そ
の
他
の
給
付
も
法
律
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
は
こ
れ
に
画
く
条
例
に
よ
ら

0
各
種
委
員
の
報
酬
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
け
れ
ば
職
員
に
支
給
す
る
こ

　
原
則
と
し
て
日
当
割
　
　
一
と
は
出
戚
な
い
も
の
と
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
汀
な
員
、
耀
挙
管
理
湊
員
、
一
し
た
。
　
・

1，

m
ら
ノ
・
・
ノ
。
・
9
㌦
・
亀
。
8
魎
・
竃
・
ξ
…
㌔
8
3
監
。
8
；
～
，
8
．
・
亀
．
o
●
3
●
・
ノ
．
3
。
讐
ノ
、
ρ
…
＝
。
・
・
亀
・
9
、
ρ

醒
韓
下
冷
糎
…
自
衛
官
志
願
案
剃

毛
員
の
報
酬
は
、
そ
の
勤
務
日
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
防
衛
庁
）

数
に
応
じ
て
日
当
で
支
給
す
杢
難
三
‡
年
峯
四
次
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
受
付
博

一
は
こ
の
限
り
で
な
し
　
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
人
員
及
び
採
用
期
日
は
、
一

一
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
陸
士
約
七
千
名
（
三
十
二
仁

胃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
末
）
、
二
等
海
士
約
九
習

広場
電話局

　
　
　
　
前
報
｝

　　

@　

w
竃
囎
繋
鯉
船
鞠
鉾

　
　
　
　
性
向
ム
ロ
は
・
地
方
自
治
法
第
二
百
十

　
　
　
　
富
日
一
七
条
銅
三
項
に
よ
っ
て
、
公
聴

〃
残
働
％
匂
村
」
会
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
規
疋

　
　
　
　
（
（
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民

　
　
　
　
　
　
　
の
利
害
係
関
の
あ
る
人
々
、
ま

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
日
向

・
市
耕
地
災
害
復
旧
事
業
費
分
担

に
巾
嵩
場
で
公
恥
会
を
開
く
こ

と
を
決
め
、
そ
の
旨
i
月
三
日

告
小
を
し
ま
し
た
。

莞
は
学
識
経
験
者
か
ら
贅
を
…
た
い
と
い
う
者
の
資
金
で
、
そ

上
水
道
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
財
光
寺
に
も
給
水

本
年
壌
に
行
う
上
水
道
瑠
業
は
【
に
大
変
御
迷
惑
を
さ
れ
て
い
る
一

次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
↑

す
。
起
債
額
一
千
五
百
万
円
が

決
定
し
ま
し
て
、
配
水
管
の
延

長
を
四
千
三
百
三
十
六
メ
ー
ト

ル
、
送
水
管
の
延
長
一
千
二
百

八
十
メ
ー
ト
ル
を
増
補
す
る
ほ

か
、
鉱
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
延
ポ

中
小
企
業
設
備
資
金

　
貸
付
巾
請
受
村
中

輸
出
お
よ
び
こ
れ
に
嚇
す
る
中

小
色
業
者
が
、
昭
和
三
十
二
年

度
に
設
備
の
近
代
化
を
は
か
り

新
教
委
法
の

公
4
1
に
よ

り
、
十
月
一

日
か
ら
教
育

委
員
は
新
た

に
市
長
の
仔

命
が
行
わ

れ
、
市
議
会

の
同
σ
も
得

て
、
次
の
五

氏
が
決
定
し

ま
し
た
。

な
お
同
日
第

一
回
の
教
育

委
員
会
が
開

一か

黶
A
教
育
長
と
委
員
長
を
き
…

一
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

　
前
教
へ
1
1
長
、
宮
崎
師
節
Y

　
富
商
、

　
（
教
育
長
・
四
年
委
員
）

田
村
　
栄
市
　
（
4
6
）

粛
科
医
、
九
州
歯
大
卒
、

上
高
、

　
（
委
員
長
・
一
年
委
員
）

近
藤
　
保
三
　
（
6
0
）

会
社
役
1
1
、
几
笈
々
津
助

役
、
甲
大
蘭
科
専
門
部
卒

　
（
四
年
委
員
｝

児
玉
　
他
人
　
（
4
0
）

　
農
業
、
窃
高
実
業
肇
・

　
P
T
A
役
員
、
Ψ
碧
、

　
（
二
年
委
員
）

黒
木
　
ヒ
デ
　
（
5
6
）

　
商
業
、
細
島
小
学
校
卒
、

　
市
婦
協
役
員
、
細
島
、

一
の
施
設
費
が
三
十
万
円
以
上
を

一

　
必
要
と
す
る
も
の
に
貸
付
け
ら

一
れ
る
も
の
で
す
。

一
こ
の
資
金
の
貸
付
仮
申
請
は
、

一
十
月
十
五
日
ま
で
商
工
水
産
課

一
で
受
付
け
ま
す
。

ン
プ
室
二
↓
四
坪
・
第
一
水
源
皿
え
て
財
光
寺
地
区
の
配
水
本
管
｝
税
務
課
勤
務
を
命
ず
る

鰐
虹
鐸
騙
鰻
圃
韓
礎
飢
赫
純
醗
霧
瞼
上
鵬
＋
佃
酌
）

た
。本
年
度
箏
業
で
一
応
五
力
年
置

所
が
、
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
、
｝
市
役
所
人
事

籟
辮
廓
論
続
聖
　
留
助
＝
税
務
課
）

計
っ
て
・
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
　
福
祉
唄
務
所
勤
務
を
命
ず
る

塾
に
こ
た
え
て
い
く
こ
と
に
な
　
　
　
児
卜
　
浩
（
総
務
課
）

つ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一
岩
脇
支
所
勤
務
を
命
ず
る

特
に
本
年
度
は
・
塩
見
川
を
越
一
　
　
　
杉
田
噺
弘
（
総
務
課
）

附
近
ま
で
、
国
道
の
線
に
本
鮪
一

布
設
が
で
き
ま
す
の
で
多
数
の
皿

両
の
改
良
工
事
は
終
る
こ
と
に
［
利
用
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
一

な
り
ま
す
が
、
本
管
か
ら
訓
常
｝
お
知
ら
せ
し
て
お
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
「
　
　
　
、
驚
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

嘱〃〃

託

田川相
中俣馬

田常国胴
上祷助蔵

冨
に
湾
悪
計
穿
る

　
　
行

　
　
一
「

市
民
の
生
活
は
、
ど
の
よ
う
な

災
態
で
行
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
時
年
の
嘉
月
一
日
の
国

勢
調
査
に
基
い
て
統
副
係
で
ま

と
ま
っ
た
数
了
を
次
の
氏
で
御

覧
下
さ
い
。

民
の
業
態
の
構
成

日向市産業別世帯数
粟　態　別 下馴醐比

業　態　　別　hli帯数1百分比　　　　　1

1 公　　　務1農　　　　馬
r35よぴ小　売　　業

　　％@29。61　●

P　12占62　　一　一

@11．39

林業、狩猟十一　　　　　一　一　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　一　　一

　　　一　　　　　一　　一　　　　　　　一　　一

ｻ　　造　　業 金融、　保険
s　動　産　業

％
5
．
O
L
8
1
1
．
4
4
0
．
4
5
0
．
1
1
5
．
7

建　　設　　業

　2．360

@　go8　　　　　一　一

@　㎝一　　　』　一

@　魏

　　　　一　　　　　　　　　　一　　一

z　　　　　業

　　402

@　144

@　115

@9．972

サービス業 分類不能の産業

一　　　　　　　一

黶
p
　
1
0
0
．

　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　舳　　　　　　　　一　　　　』

^輸通信および
ｼの公益事業 無業その他

漁桑水産養殖業 合　　　計

名
（
三
十
二
年
五
月
以
降
汐

次
）
、
二
等
聖
諾
約
三
百
名
－

な
っ
て
い
ま
す
。

試
験
は
掌
中
な
筆
記
試
験
、
目

述
試
査
、
身
体
検
査
を
行
い

日
で
終
り
ま
す
。

手
続
き
は
市
役
所
総
合
課
に
h

い
で
下
さ
い
。

市
消
防
操
法
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
回
日
向
市
消
防
操
法
大
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
九
月
十
四
日
財
光
寺
旧
艦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
場
跡
で
、
時
折
小
引
の
ふ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
が
最
も
多
い
訳
で
す
が
、

そ
れ
で
も
約
三
割
で
あ
っ
て
・
　
市
内
各
消
防
団
か
ら
参
加
チ
、

い
ろ
い
ろ
な
業
種
で
市
民
の
生
　
ム
十
二
、
実
科
と
学
科
を
実
脹

活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
し
、
そ
の
審
査
の
結
果
次
の
卍

わ
か
り
ま
す
・
　
　
　
　
　
　
　
績
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
第
一
位
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
第
十
八
部
へ
金
ケ
浜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
第
二
位
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
第
七
部
B
組
（
亀
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
第
三
位
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
第
七
部
A
組
（
亀
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
な
お
九
月
二
十
五
日
の
県
の
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
法
大
会
に
は
第
一
位
の
金
ケ
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
消
防
団
が
出
場
し
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
大
会
で
は
県
下
可
搬
動
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
プ
の
十
ニ
チ
ー
ム
の
中
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
位
の
成
績
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

（昭和30年10月1日現在）

一

幽市民税第3期
　納期は
本月31日
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今
年
は
豊
作

乾
燥
は
米
の
生
命

今
年
は
台
風
が
通
り
路
を
遠
慮
㎜

し
て
く
れ
ま
し
て
、
水
稲
の
被
一

害
も
少
な
く
て
済
み
そ
う
な
ア
㎜

想
に
あ
り
、
平
年
作
を
告
干
上
一

廻
る
の
で
は
な
い
か
、
と
み
ら
一

齢
誕
け
竃
論
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

○
包
装
荷
造
の
改
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
ω
市
町
村
は
食
糧
耶
務
肋
出
一

　
　
張
所
農
協
等
と
協
力
し
て

　
　
包
装
の
指
導
を
行
う
。
　
…

②
俵
（
味
）
に
正
味
量
を
入
一
〇
乾
燥
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
秤
器
の
購
入
ま
た
は
修
理

と
調
襲
を
よ
く
す
る
よ
う
強
く
　
　
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
米
の
乾
　
　
　
は
、
農
協
を
通
じ
て
経
折

燥
と
調
製
が
よ
く
な
い
と
、
検
一
　
連
に
申
込
む
。

縢
騨
無
職
㎜
。
耀
醐
撰
録

と
な
っ
て
、
貯
蔵
性
が
悪
る
く
皿
　
取
扱
菜
昔
等
の
要
甲
に
応
｝

な
る
な
ど
、
損
害
は
大
き
い
の
…
　
　
　
－
1
　
　
1
一
　
　
一

が
糠
渤
蒲
鴇
欝
圃
魁
改
配
さ
れ

い
た
だ
く
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
お

蕊
9
0

ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

O
乾
燥
改
簿
　
　
　
　
　
　
　
　
一
要
食
掃
の
配
給
曹
領
か
、
卜

　
ω
掛
1
、
羽
三
二
の
励
行
　
　
月
力
ら
改
旺
さ
れ
画
し
た
カ
、

②
む
し
ろ
一
枚
八
升
晴
天
三
そ
の
要
点
は
次
の
と
わ
り
ゲ
、

　
　
日
T
を
励
行
し
、
必
ず
唐
す
。

　
　
箕
選
を
行
う
こ
と
。
　
　
　
O
配
給
の
基
準
量

　
③
モ
ミ
二
業
塩
白
は
ん
米
改
丁
　
A
ー
ナ
ト
費
の
勾
令
荊
植
印
，
融
・
甲
陸

　
　
に
占
め
る
役
剖
の
甫
大
さ
“
し
、
一
弘
に
一
日
一
人
当
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
い
レ
　
　
　
　
　
エ

　
　
を
認
識
し
、
良
心
に
訴
〆
　
｝
ド
プ
ー
7
2
，
ノ
と
／
，
－
，
～

　
　
て
乾
燥
不
良
の
モ
ミ
は
す
し
た
（
ω
⑦
い
鴨
×
》
r
じ
1
1
一
m
監

　
　
ら
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
0
配
給
米
の
品
質
と
小
売

　
ω
比
ハ
同
作
業
場
に
お
け
る
モ
　
　
価
格

　
　
ミ
摺
措
置
者
は
モ
ミ
摺
枝
一
　
し
分
づ
、
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
店
か
、
弗
役
所
農
林
課

　
　
術
の
熟
練
者
を
選
び
、
特
〒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ロ
当
り
　
七
六
円
π
O
毘

　
　
に
モ
ミ
の
乾
燥
に
つ
い
て
一
　
・
ル
全
薫
陸
　
　
　
　
　
　
　
配
給
係
に
わ
問
い
合
わ
サ
下
さ

　
　
留
意
す
る
こ
と
。
　
　
　
一
　
キ
ロ
当
り
　
し
几
円
　
　
　
　
れ
ば
詳
し
く
わ
答
え
し
ま
す
。

　
鴻
≡
『
『
三
二
三
＝
一
層
≡
三
［
三
一
≡
三
絹
皿
弓
三
＝
　
＝
≡
＝
二
三
葺
三
　
　
一
π
＝
＝
三
　
　
　
一
一
甲
r

き
ょ
う
は
う
れ
し
い
運
動
会
　
”
鮪
の
配
給
米

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
潔
し
〔
富
高
小
学
校
に
て
　
　
　
　
　
　
ト
日
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
五
キ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

纏矯

　
　
え
て
ゆ
カ
か
は
な
ら
な
狛
「
θ
宏
ゆ
σ
縄
爵
、
断
瀞
一
㌢

　
　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
地
帯
薩
茅
官
地
調
査
報
侶
井

　
ω
米
が
商
品
で
あ
る
以
上
、
　
は
、
B
π
版
二
百
几
卜
頁
に
わ

　
　
そ
の
価
値
を
高
め
永
い
期
た
る
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
極
め

　
　
間
と
大
き
な
努
力
の
下
に
　
て
科
学
的
に
、
客
観
的
に
、
調

　
　
作
ら
れ
た
米
を
、
最
も
有
査
研
究
き
れ
て
い
る
も
の
で
す

　
　
利
な
条
碍
で
販
売
し
て
農
が
、
そ
の
独
旨
大
要
を
お
知
ら

　
　
家
経
所
の
増
収
を
計
ら
ね
　
珪
し
室
し
k
う
。
交
責
は
す
へ

　
　
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
て
係
に
あ
り
ま
す
の
で
申
添
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
ω
乾
燥
不
良
の
も
の
（
水
分
一
宮
崎
県
は
日
本
出
国
の
内
で
は

　
　
含
斌
↑
五
％
以
上
の
も
後
進
地
区
の
一
つ
に
な
っ
て
い

　
　
の
）
は
政
府
買
入
を
し
な
　
る
。
県
民
の
一
人
当
り
の
所
掲

　
　
　
へ
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
割
だ
低
い
の
で
あ
・
り
、
県
の

　
②
モ
ミ
の
混
入
牢
に
よ
っ
て
　
経
済
水
面
が
低
い
の
は
、
こ
れ

　
　
等
級
季
刊
が
迎
っ
て
い
る
　
は
冨
崎
県
が
工
業
の
発
展
に
潤

　
　
　
一
等
は
一
合
中
五
粒
以
内
　
だ
お
く
れ
て
い
る
た
め
で
、
県

　
　
五
等
は
〃
録
事
粒
以
内
　
　
が
県
営
発
電
、
細
島
臨
海
丁
業

　
　
：
　
　
◇
　
　
　
・
　
　
地
帯
造
戚
を
し
た
の
も
、
聖
業

　
　
　
－
I
－
－
一
，
　
　
　
　
　
構
造
を
切
替
え
て
経
粛
呈
の
最

　
，
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
低
い
地
位
か
ら
少
し
で
も
脱

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
と
す
る
3
5
力
に
他
な
・
一
2

の
配
給
要
領
　
跡
ボ
湾
か
あ
り
景
毘

0
希
望
配
給
の
価
格
　
　
　
　
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ

　
し
分
づ
、
　
八
O
円

　
　
η
介
日
米
　
八
．
．
円
f
O
銭
　
　
　
‘

　　

@　

@
三
円
・
・
菱
〉
　
…
衛
生
だ

0
準
内
地
米
の
価
格
　
　
　
　
　
…

　
魂
ロ
、
り
し
ア
F
　
　
　
あ
な
た
は
結
核
に
な
つ

爾
職
場
配
船
、
特
舛
配
給
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
い
し
＾
改
d
が
あ
り
ま
す
が
、

南
内
各
小
た
業
茜
に
巾
か
ら
連
糺
核
は
相
当
尚
ん
だ
柄
状
で
あ

漏
し
て
あ
り
長
ポ
の
で
、
購
入
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

わ
た
け
て
け
μ
す
し
も
コ
畜
力

誘
致
さ
れ
て
1
業
地
瓦
に
な
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

新
し
く
工
業
地
粥
と
な
る
た
め

に
は
、
そ
れ
に
は
日
本
諸
国
或

は
東
師
並
び
に
世
界
の
工
業
璽

情
か
ら
み
て
要
心
さ
れ
る
線
に

そ
っ
て
い
な
け
れ
ば
実
現
は
し

な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
の
ノ
．
ζ
k
（

こ
の
二
つ
の
条
d
が
絶
対
的
に

必
愛
な
の
で
あ
る
。

細
島
地
区
に
r
業
を
誘
致
す
る

場
合
も
、
こ
の
条
何
を
無
視
し

て
は
絶
対
で
き
な
い
も
の
な
の

で
あ
る
。
今
日
の
工
業
項
情
は

極
め
て
複
矧
で
あ
り
、
多
面
的

な
考
察
と
吟
味
を
必
要
と
す

叩
　
工
業
誘
致
の
立
地
条
件
　
　
鴇

唱
　
　
調
査
報
告
苔
解
説
一

嵩
κ
の
工
業
事
情
の
下
で
、
新

し
く
興
さ
れ
る
工
業
の
業
種
と

い
う
も
の
は
、

一
少
く
と
も
日
本
全
国
的
に
み

　
て
、
工
業
生
陸
稲
の
拡
大
を

　
要
講
さ
れ
る
業
租
で
あ
る
項

二
、
そ
の
業
種
の
t
業
を
設
置

　
す
る
の
に
適
し
た
立
地
藩
翰

　
と
資
源
条
何
を
そ
な
え
て
い

る
、
す
な
わ
ち
、
場
所
が
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
莫
然
と
し
て
工

業
誘
致
や
、
適
切
な
業
稲
を
目

標
と
し
て
い
な
い
工
業
地
雨
曲

面
は
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
い

従
て
細
島
地
区
に
工
業
を
誘
致

で
き
る
業
種
を
選
ふ
た
め
に

は
、
先
ず
宮
崎
県
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
と
原
料
資
源
に
つ
い
て

伽　 ”卍Aw
恥亀＿麟・麟

ノ
れ
玩
詣
・
ス
」
4
ら
ノ
，
「
ノ
し
r

宮
崎
県
は
蹴
力
県
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
降
蕊
取
が
極
端
に
不

均
一
の
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
質

の
よ
く
な
い
電
力
で
あ
っ
て
、

工
業
用
出
力
と
し
て
決
し
て
よ

い
も
の
で
疹
い
。

細
島
地
域
に
は
、
、
石
炭
は
産
出

し
な
い
の
で
、
。
石
炭
中
心
の
工

業
は
考
え
ら
れ
な
い
。

細
島
の
後
脊
地
の
地
下
資
源
は

品
種
は
相
当
あ
る
が
何
れ
も
量

的
に
貧
弱
で
あ
る
。
石
灰
石
は

多
少
大
き
い
も
の
が
あ
る
が
輸

送
上
の
不
利
が
大
き
く
、
隣
接

地
域
に
あ
る
津
久
見
と
は
立
地

条
桝
の
上
で
格
段
の
ぎ
が
あ
っ

て
問
題
に
な
ら
な
い
。

農
二
物
は
台
風
の
被
害
の
分
も

あ
る
が
、
本
県
の
」
壌
の
性
質

か
ら
極
め
て
不
利
な
条
桝
で
、

農
蓋
物
を
原
料
資
源
と
す
る
工

業
は
期
待
で
き
な
い
。

木
材
に
つ
い
て
は
、
火
山
灰
の

風
化
し
た
層
を
も
つ
地
帯
の
森

利
し
　
石
臼
α
に
も
倦
良
で
、

本
県
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。

し
か
も
気
候
温
暖
に
し
て
術
量

が
多
い
の
で
、
森
林
に
対
し
て

最
良
の
立
地
条
催
を
備
え
て
い

る
。
本
県
而
積
の
七
十
二
％
は

森
林
で
あ
り
、
既
開
発
さ
れ
た

林
木
の
生
産
だ
け
で
も
年
間
五

百
万
石
を
越
え
る
。
そ
の
半
ば

は
県
外
に
輸
移
出
さ
れ
て
お
る

現
状
で
、
価
格
も
む
し
ろ
廉
価

で
あ
る
。

し
か
し
既
開
発
林
だ
け
で
は
、

木
樗
化
学
工
業
を
誘
致
す
る
に

は
い
さ
さ
か
不
足
し
、
林
道
を

拡
充
し
て
末
閉
山
林
の
開
発
に

努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

工
業
用
水
の
条
桝
は
、
細
島
の

場
合
耳
川
か
ら
取
水
す
る
の
で

こ
の
点
は
全
国
で
も
優
位
な
条

桝
を
備
え
て
い
る
。

工
業
用
地
と
し
て
は
、
海
面
の

坤
立
と
低
地
嵩
上
に
よ
る
造
成

地
五
十
六
万
坪
と
工
業
用
地
可

能
の
土
地
も
あ
り
申
分
な
い
。

工
業
雄
粥
の
造
砂
に
当
1
、
て
は

輸
送
条
件
が
極
め
て
大
切
で
あ

る
が
、
細
島
工
業
港
は
好
条
件

下
に
あ
る
。
鉄
道
と
道
路
の
現

況
は
満
足
な
も
の
で
な
い
か
ら

改
良
整
備
の
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
諸
点
か
ら
細
島
地
区
は

用
水
、
用
地
、
輸
送
の
立
地
条
件

は
可
な
り
高
く
評
価
さ
れ
う
る

細
島
地
区
に
は
、
如
何
な
る
業

稠
の
工
業
が
誘
致
さ
れ
叱
る
か

と
い
う
と
、
大
別
し
て
二
種
と

な
る
。

そ
れ
は
木
材
化
学
工
業
と
石
油

化
学
工
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。

石
油
精
製
業
は
直
ち
に
消
化
す

る
後
言
書
が
な
い
の
で
無
芸
で

あ
る
。

木
材
化
学
工
業
と
し
て
は
、
パ

ル
プ
工
業
と
木
材
糖
化
工
業
が

あ
る
。

宮
崎
県
は
木
材
桟
培
と
木
材
化

学
工
業
と
を
組
合
せ
う
れ
ば
、

最
適
、
か
つ
好
採
算
の
事
業
と

な
る
も
の
と
見
と
お
さ
れ
る
。

・
三
コ
弓
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・
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＝
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＝
＝
冨
＝
騨
＝
＝
＝
＝
O
一
騨
一
一
＝
一
一
一
曽
＝
3
＝
一
＝
：
＝
一
帥
一
3
＝
＝
＝
＝
一
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レ
玉
　
ム
リ
　
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睦

闘
＝
一
一
＝
一
＝
：
：
■
＝
＝
＝
一
＝
＝
瞬
＝
＝
＝
＝
；
一
山
＝
騨
一
＝
＝
＝
器
亀
＝
＝
＝
，
一
＝
＝
＝
：
3
2
ニ
＝
＝
轟

　
内
地
米

　
準
内
地
米

　
外
　
　
米

希
甲
配
給

　
内
地
米

一
日
分

木
工
技
術
指
導

講
習
会

っ
て
も
、
自
分
で
は
痛
く
も
か

ゆ
く
も
な
く
、
ま
た
微
熱
れ
あ

せ
と
い
う
自
覚
狛
状
も
出
な
い

も
の
で
、
自
分
で
は
気
が
つ
か

あなたの胸に
赤い羽根を
　　　噸酬 十

月
一
日
　
「
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
さ
れ

か
ら
赤
い
た
責
臼
」
と
の
居
“
質
素
で
あ

羽
根
共
同
㎜
り
ま
す
。

募
金
が
始

っ
て
い
ま

よ
。
　
丘
、
4

　
　
」
i
／
h

募
金
は
、

国
民
が
わ

々
に
た
す

当
巾
の
〔
標
舶
は
日
向
市

月
ハ
同
募
金
会
で
協
議
の
結

果
七
十
五
力
九
r
円
で

あ
り
ま
し
て
街
頭
募
金
の
ほ

か
、募
舎
で
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
共
同
募
金
の
使
い
み
ら 癖

㈲
麓
認
嗣
斬
∬
秋
の
大
掃
除
を
し

一
し
ま
っ
て
い
る
相
当
弔
擢
の
墨
　
ま
し
よ
う

甜
鋸
講
曜
繭
…
櫛
附
議
融
矧
鰯
鵜
引
導
騙
一
編

船帽ｲ
諜
醗
騰
…
醐
轟
懸
盤
勝
る
ぬ
旧
療

で
す
。
　
　
　
　
　
　
り
　
一
的
で
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
一
該
当
子
女
の
あ
る
御
家
庭
は
、

駕

皆
え
の
豪
華
聡
謙
譲
繍
旅
鎚
駅
蔭
為
る
万

く
な
利
会
を
、
、
c
ポ
こ
う
と
す
る
一
算
表
に
よ
り
ま
す
と
次
の
よ
う

「
た
す
け
合
い
の
愛
情
」
と
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
名
し
入
そ
う
す
る
こ
と
が
皆
さ
ん
は
大

｝
学
前
の
子
供
で
、
ヂ
フ
テ
リ
ァ
・
三
徳
を
さ
れ
る
事
に
な
り
ま

ア

π
に
か
か
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
．
す
。
一
、
ご
の
例
を
申
し
ま
す

擦
繕
簾
羅
　
擁
語
部
恥
馳
書
類
無
意
か
ら
子
供
を

照畳
�
｣
舗
蝋
燭
鞭
鵬
舗
醗
籍
嬢
検
査
済
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
木
炭
消
費
名
の
皆
さ
ん
御
存
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ェ
等
の
｝
で
し
ょ
う
か
木
炭
は
法
律
で
日

獅
艀
轡
縫
源
礎
鱗
矯
に
行
っ
一
本
農
林
規
格
の
検
査
を
霊

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
乳
幼
児
一
取
り
の
毒
餌
・
蚊
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
無
検
査
木
炭
を
買
わ
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
方
が
非
常
に
軽
る
く
正
味
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
貫
か
吟
三
貫
五
百
匁
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
が
多
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
査
合
格
贔
で
あ
り
ま
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
味
が
四
貫
二
百
匁
以
上
は
あ

自
分
で
患
名
で
あ
る
こ
と
に
気
一
い
）
三
四
日
巡
続
し
て
毒
餌
を
入
，
年
は
必
ず
予
防
接
種
を
受
け
り
ま
す
。
又
無
検
査
品
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
し
物
に
雑
の
混
入
が
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
、
検
査
品
で
あ
り
ま
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
に
雑
の
混
入
も
あ
り
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
申
添
え
て
お
き
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
皆
さ
ん
が
検
査
断
甜
穐
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
い
な
い
木
口
を
購
入
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
れ
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
五
駈

け
介
っ
こ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ず
み
一
そ
の
検
査
に
合
格
し
た
検
査
趾
一
円
以
F
の
罰
金
も
し
く
は
そ
の

羅
鵠
向
市
喬
募
金
会
の
奉
を
除
嵩
民
に
つ
い
・
少
≦
虫
薬
矯
生
課
で
御
か
物
証
嬰
戦
魏
蹄
魏
㌶
懸
椒
欝
編
磐

県
、
巾
共
催
で
不
工
機
械
操
作
　

技
術
指
導
講
習
会
を
開
き
、
市

内
ホ
」
家
貝
、
業
汚
に
操
竹
接
術

の
指
導
を
し
ま
す
。

期
日
は
↓
月
二
一
二
、
二
十
三

日
の
二
日
間
で
、
北
コ
木
工

所
、
日
高
木
工
所
、
日
局
部
只

店
、
昌
桐
本
－
所
、
湯
地
本
工

所
な
と
を
会
場
と
し
て
巡
回
し

て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　

算額1前年度実績

1器：認

396．000

40．000

雪0000

20000

10．000

10．000

10．000

50．000

214．300

304．430

：
1
：
1

　
　
　
ヨ

’1ト　　　項

品定部納村金
福団団体配分金

社会福初協調会

保護司協議会

遺家族協助会
疎　　育　　園

厚子福祉会
婦人連絡協議会

青年連絡協議会

償　　還　　金

街頭募金還元金

分会配分廓務費

据　　1工〔　費

野　備　　費

　　　計

街頭募金還元金 0 7，491

分会配分廓務費 6，200 60．

据　　1工〔　費 64，500 57．25

野　　備　　費 21，100

計 795．㏄0 589，471

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
検

診
の
粘
果
発
病
の
お
そ
れ
が
あ

…
り
、
休
養
や
注
意
が
必
要
だ
と

一
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

…
篇
羅
燃
露

一
た
。
近
く
本
市
に
お
い
て
も
、

孫
引
所
と
協
力
し
て
・
一
般
の

一

検
診
を
行
い
ま
す
。
料
金
も
Y

額
市
の
負
担
で
一
人
タ
ソ
タ
ヨ

円
で
ハ
ツ
キ
リ
し
た
結
果
が
判

一
り
ま
寸
。

一

　
　
そ
ろ
っ
て
検
診
・

一　

ｻ
ろ
っ
て
笑
顔
！

　
ど
な
た
も
げ
ひ
検
診
を
受
け

｝
て
、
明
る
い
自
信
の
あ
る
生
活

｝
を
築
き
ま
し
よ
う
。

一
と
も
年
に
蔵
健
康
診
断
が
並
り
長
し
手
。

昭
和
3
1
年
度
日
向
市
共
同
募
金
予
算

百
日
咳
・
ヂ
フ
テ

リ
ア
の
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
よ
う

十
月
・
十
一
月
に
か
け
て
百
日

咳
・
ヂ
フ
テ
リ
ア
の
，
防
接
種

を
し
ま
す
。
　
（
日
時
・
場
所
等

詳
細
は
区
班
長
を
通
じ
て
お
知

ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
。
）

対
象
は
百
日
咳
・
生
後
三
ヵ
月

よ
り
四
才
迄
、
ヂ
フ
テ
リ
ア
は
、

生
後
六
カ
月
よ
り
小
学
入
学
前

世
の
子
供
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
向
市
の
ヂ
フ
テ
リ
ァ
は
統
計

上
、
人
口
に
比
し
て
正
に
日
本

一
で
す
、
し
か
し
予
防
接
種
を

実
施
し
で
お
け
ば
、
完
を
に
防

い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

木
炭
を
買
わ
れ
使
用
さ
れ
る
場

合
は
、
必
ず
木
炭
検
査
証
矩
の

つ
い
た
合
格
の
品
物
を
購
入
さ

れ
使
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

…
訂
正
お
わ
び

鱒
前
号
九
月
十
日
号
第
一
而

コ

一
の
、
日
向
市
議
会
議
員
一
馳

コ

一
表
中
次
の
よ
う
な
誤
植
が
あ

コ

一
り
ま
す
の
で
、
訂
正
の
上
お

コ

髄
わ
び
申
上
げ
ま
す
。

㎝
議
席
お
河
野
喜
市
の
委
員
会

”
名
は
文
教
厚
生
委
員
会
で
あ

“
り
ま
し
て
、
次
の
2
7
渡
辺
義

餌
久
の
○
が
右
に
移
り
、
順
次

　
れ
ぬ
よ
う
重
ね
て
お
願
い
致
し

ま
す
と
と
も
に
無
検
査
防
止
の

た
め
無
難
富
島
駐
在
所
へ
御
協

繭
雛
艦
藤
帆

一
冨
1
－
l
l
l
l
馨
巳
1
1
9
1
1
8
1
－
l
l
曽
一
1
1
－
I
o
l
1
1
9
1
－
l
l
寄
書
l
l

繰
あ
が
っ
て
い
く
の
が
正
し
開

い
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
輯

お
断
り
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

毎
号
「
市
営
施
設
め
く
り
」
鱈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
本
㎜

号
で
「
市
営
農
場
と
果
樹
試
鼎

験
場
」
を
予
定
し
て
い
ま
し
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

た
が
、
紙
面
の
都
合
で
、
次
一

号
に
残
し
ま
し
た
。
　
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

1
、
…
一
｛
‘
・
　
　
　
　
　
　
心

　
行
工
区
モ

ー4

冝
@
美
々
津
中
、
平
岩
小

　
　
の
運
動
会

15

冝
@
市
儀
会
臨
時
会
1
0
時

16

冝
@
市
仔
牛
連
接
会

21

冝
@
美
々
津
町
民
体
育
休

　
　
会

箆
日
増
肥
審
査
、
2
6
日
目

26

冝
@
和
牛
登
録

い
て
御
不
罹
の
点
は
御
遠
慮
』

く
御
連
絡
下
さ
い

　
　
　
（
林
晦
物
検
査
所

　
　
　
　
　
野
島
駐
在
所
｝

金
融
公
庫
資
金

借
入
受
付
巾

商
工
会
儀
所
で
は
、
商
工
業
・

の
国
民
金
融
公
庫
年
末
資
金
…

入
申
込
を
受
付
け
て
い
ま

が
、
締
切
は
十
月
二
十
五
日

一で
で
す
か
ら
、
御
浮
言
の
方

…
一
こ
口
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

本
年
郭
内
は
、
こ
れ
が
最
後

申
込
み
に
な
る
と
会
讃
所
で

云
っ
て
い
ま
3
の
で
、
希
甲

　
は
早
日
に
申
込
ま
れ
る
よ
う

知
ら

せ
し
’k

す
　0

市
民
の
蓄

（1鷲「も

市
に
合
伊
し
た
私
共
町
民
け

市
の
今
後
の
発
展
を
心
か
ら

つ
て
お
り
ま
す
。
町
内
に
排

溝
工
事
が
出
来
ま
し
た
が
フ

が
仲
々
出
来
ず
、
せ
ま
い
道

が
両
側
に
溝
が
あ
る
た
め
一

位
せ
ま
く
な
り
、
パ
ス
な
ど

行
の
時
は
予
倶
や
彪
人
が
溝

落
ち
る
と
い
う
の
も
見
受
け

れ
ま
す
。
7
算
の
都
合
も
あ

で
し
ょ
う
が
、
早
く
フ
タ
を

て
下
さ
い
。

　
　
　
美
々
津
、
野
口
兵
一

　
【
回
答
】
　
今
野
⊥
木
目

家
の
幽
入
口
の
前
は
フ
タ
冷

て
あ
る
筈
で
す
が
、
そ
の
他

漕
の
掃
除
を
す
る
の
に
都
合

よ
い
よ
う
に
、
し
て
あ
り
ま

ん
が
、
特
に
狭
く
て
父
通
に

険
が
あ
る
所
は
、
現
地
を
よ

見
て
フ
ク
を
し
ま
す
が
、
そ

地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
区
民

御
意
見
を
ま
と
め
て
下
さ
る

幸
で
す
。

『
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